
○適応指導教室（スマイル教室）入級までの手続き

学校教育課・サポートセンター 学 校 保 護 者

①学校・保護者・サポートセンターが連携して、児童生徒への校内支援を行う

サポートセンター 教 職 員 保 護 者
教育相談員

・児童生徒へよりよい支援を行うために、三者の連携を進めながら担任は『児童生徒調査票』
を、できるだけ詳しく作成する。

・役割分担を明確にし、スムーズな連携に努める。

②サポートセンター及びスマイル教室への相談や見学の依頼

【校内支援からｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ及びｽﾏｲﾙ教室での支援に向けた流れ】
連絡 連携 依頼

サポートセンター 校内ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 担任 保護者
教育相談員 コーディネーター

回答 連携 報告
・校内ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰは、学校の窓口となり連絡等のやりとりを行う。また、担任が作
成した『児童生徒調査票』を速やかにｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰに提出し、情報の共有を図る。

③サポートセンターでの相談、スマイル教室の見学または体験入級の実施

・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰにて、保護者はｽﾏｲﾙ教室児童・生徒連絡票への記入を行う。
・『児童生徒調査票』を利用して、三者の連携を深め、現状把握に努める。
・体験入級期間も在籍校における出席扱いとする。

通 級 連 絡 会 議
構成員 ○サポートセンター（相談員）

○学校（校長・学年主任・担任・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ CO）
＊必要に応じて保護者・本人・学校教育課指導主事等

①本人の意志は？②保護者の意志は？③通級生活に適応できるか？

児童生徒にとって、よりよい選択を目指す

④適応指導教室（スマイル教室）への入級手続き

申請を受理 提 出 様式第２号 提 出 様式第１号
『入級申請書』 『入級申込書』

承諾を連絡するとともに、

様式第３号 通 知 ｽﾏｲﾙ教室や保護者との連携 連 絡 通級開始
『入級承諾書』 体制を構築する。



○適応指導教室（スマイル教室）入級後の連携

学校教育課・サポートセンター 学 校 保 護 者

○相談員は本人・保護者と定期 ○担任は月に１回以上は来室し、当該 ○原籍校の様子
的に面談。 児童生徒と交流を図る。 ○担任との連携を図る

・学校生活の情報提供

様式第５号 毎月報告 ・児童生徒の現状把握 情報交換

『通級状況報告書』 ・出席状況の把握
＜通知票・要録へ反映＞

報告内容
・出欠状況
・活動状況

連携を密にとり、児童生徒の原籍校への復帰を目指す。

○適応指導教室（スマイル教室）退級までの手続き

学校教育課・サポートセンター 学 校 保 護 者

サポートセンター（ｽﾏｲﾙ教室）、学校、保護者、児童生徒が連携を密にとり、現状
をしっかり理解する。

・児童生徒の観察や ・児童生徒の状況を、継続的 ・児童生徒の
相談を十分に行い、 に把握し、復帰後の受け入れ 意志を十分に
復帰の判断に生か 連携 体制を構築しておく。 連携 尊重できるよ
す。 うに、支援す

る。

様式第４号 通 知 ・児童生徒の受け入れ体制の 連 絡 ・児童生徒の様

『退級通知書』 確認(全職員の共通理解) 子を、学校と
・保護者との連携を継続する。 連携して把握

する。


